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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 3 月 2 0 日 ( 2 0 2 3 . 3 . 2 0 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 0 1 4 5 1 2
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 5 3 6 3 3 7 ( P 2 0 2 2 - 5 3 6 3 3 7 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｇ ０ １ Ｎ 3 3 / 4 9 7 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ １ Ｎ 3 3 / 6 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ １ Ｎ 3 3 / 9 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ １ Ｎ 1 9 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ １ Ｎ 5 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ １ Ｎ 3 3 / 4 9 7 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｎ 3 3 / 6 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｎ 3 3 / 9 8 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｎ 1 9 / 0 0 　 　 　 Ｈ 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｎ 5 / 0 2 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 月 6 日 ( 2 0 2 3 . 1 . 6 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ に 、 Ｍ Ｓ Ｓ な ど の 表 面 応 力 セ ン サ に 試 料 ガ ス を 与 え た と き の シ グ ナ ル 強 度 の 時 間 変  
化 の 概 念 図 を 示 す 。 図 ３ （ ａ ） に は Ｍ Ｓ Ｓ に 与 え る ガ ス が 試 料 ガ ス で あ る の か そ れ と も パ  
ー ジ ガ ス で あ る の か を 時 間 軸 上 で 示 す 。 具 体 的 に は 、 Ｍ Ｓ Ｓ に 与 え ら れ る ガ ス 中 の 測 定 対  
象 ガ ス の 濃 度 が 試 料 ガ ス を 与 え て い る 試 料 ガ ス イ ン ジ ェ ク シ ョ ン 期 間 中 は ０ よ り も 大 き な  
濃 度 Ｃ ｇ で あ り 、 パ ー ジ ガ ス を 与 え る こ と で 下 流 側 の ガ ス 流 路 中 の 試 料 ガ ス を 流 し 去 る と  
と も に Ｍ Ｓ Ｓ の 感 応 膜 （ 及 び 、 ガ ス 流 路 の 管 壁 等 ） に 吸 着 さ れ て い る 試 料 ガ ス 成 分 を 脱 着  
す る パ ー ジ 動 作 を 行 う パ ー ジ 期 間 中 は 試 料 ガ ス 濃 度 が ０ と な っ て い る 。 図 ３ （ ｂ ） は 図 ３  
（ ａ ） に 示 す ガ ス の 種 類 の 切 り 替 え を 行 っ た 際 の Ｍ Ｓ Ｓ か ら の シ グ ナ ル の 強 度 を 、 図 ３ （  
ａ ） と 時 間 軸 を 揃 え て 示 す 。 シ グ ナ ル 強 度 は 多 く の 要 因 に 支 配 さ れ る が 、 基 本 的 に は Ｍ Ｓ  
Ｓ 上 の 感 応 膜 近 傍 の ガ ス 中 の 成 分 濃 度 と 感 応 膜 表 面 の 同 じ 成 分 の 濃 度 と の 差 に よ り 引 き 起  
こ さ れ る ガ ス と 感 応 膜 と の 間 の 当 該 成 分 の 吸 着 ・ 脱 着 の 速 度 が 主 要 な 要 因 と な る 。 そ の た  
め 、 シ グ ナ ル 強 度 の 時 間 変 化 は 図 ３ （ ａ ） に 示 さ れ る ガ ス の 切 り 替 え 直 後 か ら 始 ま り 、 上  
下 の 飽 和 値 へ 向 か っ て 指 数 関 数 的 に 漸 近 す る 曲 線 に 近 い も の と な る 。 図 ３ （ ｂ ） は 理 想 的  
な 場 合 の 当 該 曲 線 を 示 す 。 実 際 の 当 該 曲 線 の 形 状 や 曲 線 の 最 大 値 等 は 、 感 応 膜 へ の 吸 着 ・  
脱 着 速 度 や 感 応 膜 に 吸 着 ・ 脱 着 さ れ る 成 分 の 種 類 に よ り か な り 変 化 し 、 ま た シ グ ナ ル の 変  
化 範 囲 も 大 き く 相 違 す る こ と が 多 い 。 さ ら に 、 感 応 膜 の 粘 弾 性 特 性 や 、 測 定 対 象 ガ ス の 感  
応 膜 へ の 拡 散 、 あ る い は 感 応 膜 材 料 と 測 定 対 象 ガ ス と の 物 理 化 学 的 な 相 互 作 用 な ど に よ っ  
て 、 シ グ ナ ル は よ り 複 雑 な 経 時 変 化 を 示 す 事 も あ る 。 こ の よ う に 、 Ｍ Ｓ Ｓ か ら の シ グ ナ ル  
の 経 時 変 化 や 振 幅 等 に 基 づ い て 試 料 中 の 各 主 成 分 の 量 ・ 濃 度 や 複 数 成 分 間 の 比 率 等 を 求 め  
る こ と が 可 能 と な る 。 具 体 的 に 言 え ば 、 乳 汁 か ら 発 生 し た ガ ス の う ち 、 ケ ト ン 類 の 測 定 に  
適 し た シ グ ナ ル を 与 え る 感 応 膜 材 料 が 存 在 し 、 ま た ア ル コ ー ル 類 の 測 定 に 適 し た シ グ ナ ル  
を 与 え る 感 応 膜 材 料 も 存 在 す る 。 従 っ て 、 こ れ ら の 材 料 か ら 適 宜 選 択 さ れ た も の を 塗 布 し  
た 表 面 応 力 セ ン サ を 単 独 で 使 用 し て 乳 汁 か ら 発 生 し た ガ ス を 測 定 し 、 あ る い は 異 な る 材 料  
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を そ れ ぞ れ 塗 布 し た 複 数 種 類 の 表 面 応 力 セ ン サ を 使 用 し て 同 様 の 測 定 を 行 う こ と に よ っ て  
、 乳 汁 か ら 発 生 し た ガ ス の 組 成 に 基 づ い た 判 定 を 行 う こ と が で き る 。
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